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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技機に設けられて、遊技球が流下する通路と、前記通路を流下した遊技球が転動する
ステージと、遊技球の運動エネルギー及び／又は重量を利用して前記ステージをほぼ水平
方向に移動させる水平移動機構とを備え、
　前記水平移動機構は、前記ステージが設けられた揺動部材と、該揺動部材の両端部にそ
れぞれ回動軸を介して連結されたリンク部材と、各リンク部材を回動可能に支持する支持
軸とから構成され、
　少なくとも一方のリンク部材には、前記通路内に突出する球衝突部が設けられ、
　前記通路内を流下する遊技球が前記球衝突部に衝突する運動エネルギーにより前記揺動
部材を前記ステージと共に揺動させるように構成されていることを特徴とする遊技機の遊
技部材。
【請求項２】
　前記遊技部材は、センター役物であり、
　前記遊技球が流下する通路は、前記センター役物の外部から内部に通じるワープ通路で
あることを特徴とする請求項１に記載の遊技機の遊技部材。
【請求項３】
　前記ステージは、上下に複数段の可動ステージが設けられ、上段側の可動ステージから
転がり落ちた遊技球が下段側の可動ステージを転動するように構成されていることを特徴
とする請求項１又は２に記載の遊技機の遊技部材。
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【請求項４】
　前記揺動部材は、前記ステージをほぼ水平方向に揺動可能に吊り下げるように構成され
ていることを特徴とする請求項１乃至３のいずれかに記載の遊技機の遊技部材。
【請求項５】
　遊技球の運動エネルギー及び／又は重量を利用して前記ステージをほぼ上下方向に移動
させる上下移動機構を備えていることを特徴とする請求項１乃至４のいずれかに記載の遊
技機の遊技部材。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、遊技機に設けられて遊技球が転動するステージを備えた遊技機の遊技部材に
関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　パチンコ機等の遊技機は、例えば、図柄を表示する図柄表示装置と遊技球が転動するス
テージを設け、このステージから転がり落ちた遊技球が始動入賞口に入賞したときに、図
柄表示装置の表示図柄で大当りを決定するゲームを開始するようにしたものがある。
【０００３】
　このようなステージを備えた遊技機においては、例えば、特許文献１（特開２００１－
１４９５４７号公報）や特許文献２（特開２００２－０８５６７６号公報）に記載されて
いるように、ステージ（シーソー部材や可動部）を所定の支点又は支持軸を中心にして上
下方向に揺動可能に設け、ステージに載った遊技球の重量でステージを傾動させることで
、モータ等の駆動源を用いずにステージを傾動させてステージ上を転動する遊技球の動き
に変化を与えるようにしたものがある。
【特許文献１】特開２００１－１４９５４７号公報（第４頁、第６図等）
【特許文献２】特開２００２－０８５６７６号公報（第３頁、第２図等）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、上述した従来の遊技機のように、遊技球の重量でステージを傾動させる構成で
は、ステージが傾動した方向に遊技球が転がり易くなるだけであり、ステージ上を転動す
る遊技球の動きをあまり変化に富んだ動きとすることができない。しかも、遊技球がステ
ージ上を転動する時間をあまり長くすることができず、遊技者に遊技球の落下位置に対す
る期待感（例えば始動入賞口への入賞等に対する期待感）を持たせる時間が短い。これら
の理由により、従来の遊技機では、遊技の面白味をあまり向上させることができなかった
。
【０００５】
　本発明は、これらの事情を考慮してなされたものであり、従って本発明の目的は、遊技
球の動きを変化に富んだ動きとすることができると共に遊技者に期待感を持たせる時間を
長くすることができ、遊技の面白味を向上させることができるようにすることにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記目的を達成するために、本発明の請求項１は、遊技機に設けられて、遊技球が流下
する通路と、前記通路を流下した遊技球が転動するステージと、遊技球の運動エネルギー
及び／又は重量を利用してステージをほぼ水平方向に移動させる水平移動機構とを備え、
前記水平移動機構は、前記ステージが設けられた揺動部材と、該揺動部材の両端部にそれ
ぞれ回動軸を介して連結されたリンク部材と、各リンク部材を回動可能に支持する支持軸
とから構成され、少なくとも一方のリンク部材には、前記通路内に突出する球衝突部が設
けられ、前記通路内を流下する遊技球が前記球衝突部に衝突する運動エネルギーにより前
記揺動部材を前記ステージと共に揺動させるように構成されていることを特徴とするもの
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である。
【０００７】
　この構成では、ステージをほぼ水平方向に移動させることによって、遊技球がステージ
上をふらふらと揺れ動くようにすることができるため、ステージ上を転動する遊技球の動
きに従来にはない斬新な動きを与えることができて、遊技球の動きを変化に富んだ動きと
することができる。しかも、遊技球がステージ上をふらふらと揺れ動くことによって、遊
技球がステージ上を転動する時間を長くすることができ、遊技者に遊技球の落下位置に対
する期待感（例えば始動入賞口への入賞等に対する期待感）を持たせる時間を長くするこ
とができる。従って、本発明の遊技部材を用いることによって遊技の面白味を向上させる
ことができる。また、遊技球の運動エネルギーや重量を利用してステージを移動させるこ
とができるため、モータ等の駆動源を用いる必要がなく、低コスト化の要求も満たすこと
ができる。
　しかも、通路内を流下する遊技球が球衝突部に衝突する運動エネルギーにより揺動部材
をステージと共に揺動させるように構成しているため、通路内を流下する遊技球が球衝突
部に衝突したときに既にステージ上にある遊技球の落下位置を予測しにくくすることがで
きる。
　また、請求項２のように、本発明の遊技部材をセンター役物に適用し、遊技球が流下す
る通路として、前記センター役物の外部から内部に通じるワープ通路を設けるようにして
も良い。但し、本発明の遊技部材は、センター役物に限定されず、遊技球が転動するステ
ージを備えた遊技部材であれば、センター役物以外の役物、入賞装置、球振分装置等の種
々の遊技部材に適用して実施できる。
【０００８】
　この場合、請求項３のように、ステージは、上下に複数段の可動ステージを設け、上段
側の可動ステージから転がり落ちた遊技球が下段側の可動ステージを転動するように構成
しても良い。このようにすれば、遊技部材内の遊技球の流れを複雑化することができると
共に、遊技球が最下段の可動ステージから転がり落ちるまでの時間を長くすることができ
て、遊技者に期待感を持たせる時間を更に長くすることができ、遊技の面白味を更に向上
させることができる。
【０００９】
　また、水平移動機構の揺動部材の支持構造は、種々の構成が考えられるが、例えば、請
求項４のように、揺動部材をほぼ水平方向に揺動可能に吊り下げるように構成しても良い
。このようにすれば、簡単な構成でステージをほぼ水平方向に揺動可能にすることができ
る。
【００１０】
　また、請求項５のように、上下移動機構により遊技球の運動エネルギー及び／又は重量
を利用してステージをほぼ上下方向に移動させるようにしても良い。このようにすれば、
ステージ上を転動する遊技球の動きを更に変化に富んだ動きとすることができ、遊技の面
白味をより一層向上させることができる。
                                                                                
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　以下、本発明をパチンコ機の遊技盤に配置される遊技部材に適用した一実施例を図面に
基づいて説明する。
【００１２】
　まず、図１を用いてセンター役物の概略構成を説明する。センター役物１１（遊技部材
）の中央部には、開口枠１２が形成され、この開口枠１２の後方に、図柄を表示する図柄
表示装置１３が配置されている。この図柄表示装置１３は、ＣＲＴ、液晶表示器等で構成
され、図柄表示装置１３には、数字、絵柄等からなる図柄が表示される。例えば、センタ
ー役物１１の下方に配置された始動入賞口（図示せず）に遊技球が入賞すると、図柄表示
装置１３に表示された図柄が変動し、変動停止後の図柄の組み合わせが所定の大当りの組
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み合わせになったときに大当りが成立する。
【００１３】
　一方、センター役物１１の下部（開口枠１２の下方）には、遊技球が転動する複数段の
ステージ１４～１６が設けられている。上段側には、メイン可動ステージ１４が配置され
、下段側には、固定ステージ１５とサブ可動ステージ１６とが配置されている。サブ可動
ステージ１６は、固定ステージ１５の前方で固定ステージ１５よりも少し低い位置に配置
されている。
【００１４】
　また、センター役物１１の両側部には、それぞれセンター役物１１の外部から内部に通
じるワープ通路１７（図３参照）が設けられている。このワープ通路１７の入口１７ａに
流れ込んだ遊技球は、ワープ通路１７内を流下した後、ワープ通路１７の出口１７ｂから
メイン可動ステージ１４へ向かって流れ出るようになっている。更に、センター役物１１
の上部には、上部ワープ通路４２が設けられ、この上部ワープ通路４２の入口４２ａに流
れ込んだ遊技球は、上部ワープ通路４２内を流下した後、上部ワープ通路４２の出口４２
ｂから図柄表示装置１３の前方を落下するようになっている。
【００１５】
　次に、遊技球が転動する各ステージ１４～１６について説明する。
　図２及び図３に示すように、メイン可動ステージ１４を揺動させるためのメイン水平移
動機構１８は、左右方向に延びる揺動部材１９の両端部が、それぞれ回動軸２０を介して
リンク部材２１の下端部に連結され、各リンク部材２１の上端部が、それぞれ支持軸２２
を介してセンター役物１１の両側部に回動可能に支持されている。これにより、揺動部材
１９がほぼ左右方向に揺動可能に吊り下げ支持され、この揺動部材１９の上面側にメイン
可動ステージ１４を取り付けることで、揺動部材１９と一体的にメイン可動ステージ１４
がほぼ左右方向に揺動できるようになっている。
【００１６】
　各リンク部材２１には、それぞれ断面略三角形の球衝突部２３が一体的に回動可能に設
けられ、各球衝突部２３が、それぞれ斜面を上向きにしてワープ通路１７内に突出するよ
うに配置されている。そして、ワープ通路１７内を流下する遊技球が球衝突部２３の斜面
に衝突したときに、遊技球の運動エネルギーにより球衝突部２３が側方に押されてリンク
部材２１が側方に回動し、これがきっかけとなって揺動部材１９と一体的にメイン可動ス
テージ１４がほぼ左右方向に揺動するようになっている。
【００１７】
　メイン可動ステージ１４は、左右方向の中央部で右ステージ２４と左ステージ２５とに
分割され、各ステージ２４，２５の上面が平面状に形成されている。メイン可動ステージ
の各ステージ２４，２５は、それぞれ上面が中央部に向かって下り傾斜すると共に、後方
に向かって緩やかに下り傾斜するように設けられている。また、メイン可動ステージ１４
の両縁部（右ステージ２４の右縁部と左ステージ２５の左縁部）には、それぞれ断面略三
角形の突条２６が形成され、メイン可動ステージ１４の中央後部（右ステージ２４と左ス
テージ２５との境目の後部）には、円形の後部落下孔２７（図１参照）が形成されている
。また、揺動部材１９のうちのメイン可動ステージ１４の後部落下孔２７の真下には、円
形の貫通孔２８（図４参照）が形成され、揺動部材１９のうちのメイン可動ステージ１４
の両側方には、それぞれ四角形の側部落下孔２９が形成されている。
【００１８】
　上部ワープ通路４２の出口４２ｂから落下した遊技球は、メイン可動ステージ１４に設
けられた突条２６に接触する。これにより、球衝突部２３と同様の作用でメイン可動ステ
ージ１４が左右方向に揺動するようになっている。
【００１９】
　メイン可動ステージ１４上を転動する遊技球は、主に側部落下孔２９又は後部落下領域
４３へ転がり落ちるか又は後部落下孔２７へ転がり落ちる。メイン可動ステージ１４から
側部落下孔２９に転がり落ちた遊技球は、下段側のサブ可動ステージ１６上に落下してサ
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ブ可動ステージ１６上を転動してセンター役物１１の下方へ落下する。また、メイン可動
ステージ１４から後部落下領域４３に転がり落ちた遊技球は、下段側の固定ステージ１５
上に落下して固定ステージ１５上を転動する。また、メイン可動ステージ１４から後部落
下孔２７に転がり落ちた遊技球は、揺動部材１９の貫通孔２８を通過して下段側の固定ス
テージ１５上に落下して固定ステージ１５上を転動する。
【００２０】
　一方、図３及び図４に示すように、サブ可動ステージ１６を揺動させるためのサブ水平
移動機構３０は、サブ可動ステージ１６の後面の両側部に設けられたボス部３１（図４参
照）が、それぞれ回動軸３２を介してリンク部材３３の下端部に連結され、各リンク部材
３３の上端部が、それぞれ支持軸３４を介して揺動部材１９の両側部に回動可能に支持さ
れている。これにより、サブ可動ステージ１６が揺動部材１９と一体的にほぼ左右方向に
揺動可能に吊り下げ支持されると共に、サブ可動ステージ１６が揺動部材１９に対しても
ほぼ左右方向に揺動できるようになっている。
【００２１】
　サブ可動ステージ１６の上面には、複数の球衝突部３５が一体的に揺動可能に設けられ
、各球衝突部３５は、その先端部が固定ステージ１５の上方まで延びるように形成されて
いる。そして、固定ステージ１５上を転動する遊技球やサブ可動ステージ１６上を転動す
る遊技球が球衝突部３５の側面に衝突したときに、遊技球の運動エネルギーにより球衝突
部３５と一体的にサブ可動ステージ１６が側方に押され、これがきっかけとなってサブ可
動ステージ１６が揺動部材１９に対してほぼ左右方向に揺動するようになっている。
【００２２】
　図１に示すように、固定ステージ１５の上面とサブ可動ステージ１６の上面は、それぞ
れ左右方向に凹面と凸面が交互に連続する波状に形成されると共に、前方に向かって緩や
かに下り傾斜するように形成され、サブ可動ステージ１６の上面中央部には、突部３６が
形成されている。固定ステージ１５上を転動する遊技球やサブ可動ステージ１６上を転動
する遊技球は、主に前方へ転がり落ちる。固定ステージ１５から前方に転がり落ちた遊技
球は、サブ可動ステージ１６上に落下してサブ可動ステージ１６上を転動してセンター役
物１１の下方へ落下する。サブ可動ステージ１６から前方に転がり落ちた遊技球は、セン
ター役物１１の下方へ落下する。
【００２３】
　また、図５及び図６に示すように、メイン可動ステージ１４を上下移動させるための上
下移動機構３７は、次のように構成されている。メイン可動ステージ１４の右ステージ２
４の下流側端部付近と左ステージ２５の上流側端部付近には、それぞれ回動軸３８（図１
及び図２参照）が一体形成され、右ステージ２４と左ステージ２５が、それぞれ回動軸３
８を介して揺動部材１９に回動可能に取り付けられている。また、右ステージ２４と左ス
テージ２５の下面には、それぞれ支持部材３９が下方に延びるように設けられ、右ステー
ジ２４と左ステージ２５の下方には、それぞればね４０が左右方向に掛け渡されて配置さ
れている。
【００２４】
　図７に示すように、右ステージ２４と左ステージ２５の支持部材３９の下端部に形成さ
れた係合部４１を、それぞればね４０に係合することで、右ステージ２４と左ステージ２
５が上方に回動付勢されている。
【００２５】
　そして、右ステージ２４に載った遊技球の重量により右ステージ２４がばね４０の付勢
力に抗して回動軸３８を中心に下方に回動すると、右ステージ２４の傾斜が緩くなるか又
は逆向きになるようになっている。一方、左ステージ２５に載った遊技球の重量により左
ステージ２５がばね４０の付勢力に抗して回動軸３８を中心に下方に回動すると、左ステ
ージ２５の傾斜が緩くなるか又は逆向きになるようになっている。その際、各ステージ２
４，２５は、それぞれステージ２４，２５に載った遊技球の数や位置に応じてステージ２
４，２５の傾斜角度が変化する。このようにして、メイン可動ステージ１４の右ステージ



(6) JP 4484576 B2 2010.6.16

10

20

30

40

50

２４と左ステージ２５が独立して上下方向に傾動するようになっている。
【００２６】
　以上のように構成したセンター役物１１では、ワープ通路１７内を流下する遊技球が球
衝突部２３に衝突したときに、その遊技球の運動エネルギーによりメイン可動ステージ１
４及びサブ可動ステージ１６がほぼ左右方向に揺動する。更に、固定ステージ１５上を転
動する遊技球やサブ可動ステージ１６上を転動する遊技球が球衝突部３５に衝突したとき
に、その遊技球の運動エネルギーによりサブ可動ステージ１６が揺動部材１９に対してほ
ぼ左右方向に揺動する。
【００２７】
　このように、メイン可動ステージ１４やサブ可動ステージ１６をほぼ左右方向に揺動さ
せることによって、遊技球がメイン可動ステージ１４上やサブ可動ステージ１６上をふら
ふらと揺れ動くようにすることができるため、メイン可動ステージ１４上やサブ可動ステ
ージ１６上を転動する遊技球の動きに従来にはない斬新な動きを与えることができて、遊
技球の動きを変化に富んだ動きとすることができる。しかも、遊技球がメイン可動ステー
ジ１４上やサブ可動ステージ１６上をふらふらと揺れ動くことによって、遊技球がメイン
可動ステージ１４上やサブ可動ステージ１６上を転動する時間を長くすることができ、遊
技者に遊技球の落下位置に対する期待感（例えば始動入賞口への入賞等に対する期待感）
を持たせる時間を長くすることができる。従って、本発明のセンター役物１１を用いるこ
とによって遊技の面白味を向上させることができる。また、遊技球の運動エネルギーを利
用してメイン可動ステージ１４やサブ可動ステージ１６を揺動させることができるため、
モータ等の駆動源を用いる必要がなく、低コスト化の要求も満たすことができる。
【００２８】
　また、本実施例では、メイン可動ステージ１４及びサブ可動ステージ１６から離れた位
置に球衝突部２３を設けて、その球衝突部２３に遊技球が衝突したときに、メイン可動ス
テージ１４及びサブ可動ステージ１６を揺動させるようにしたので、そのときに既にメイ
ン可動ステージ１４上やサブ可動ステージ１６上にある遊技球の落下位置を予測しにくく
することができる。
【００２９】
　更に、本実施例では、サブ可動ステージ１６に球衝突部３５設けて、固定ステージ１５
上やサブ可動ステージ１６上を転動する遊技球が球衝突部３５に衝突したときに、サブ可
動ステージ１６を揺動させるようにしたので、固定ステージ１５上やサブ可動ステージ１
６上に遊技球が流れ込んだときに、確実にサブ可動ステージ１６を揺動させることができ
る。
【００３０】
　また、本実施例では、複数段のステージ１４～１６を設けて、メイン可動ステージ１４
から転がり落ちた遊技球がサブ可動ステージ１６上や固定ステージ１５上を転動したり、
固定ステージ１５から転がり落ちた遊技球がサブ可動ステージ１６上を転動したりするよ
うにしたので、センター役物１１内の遊技球の流れを複雑化することができると共に、メ
イン可動ステージ１４やサブ可動ステージ１６の揺動によって始動入賞口に入賞可能な遊
技球の経路を種々変化させることができ、しかも、遊技球が最下段のサブ可動ステージ１
６から転がり落ちるまでの時間を長くすることができて、遊技者に期待感を持たせる時間
を更に長くすることができ、遊技の面白味を更に向上させることができる。
【００３１】
　また、本実施例では、メイン可動ステージ１４やサブ可動ステージ１６をほぼ左右方向
に揺動可能に吊り下げるようにしたので、極めて簡単な構成でメイン可動ステージ１４や
サブ可動ステージ１６をほぼ左右方向に揺動させることができ、更に、低コスト化するこ
とができる。
【００３２】
　また、本実施例では、メイン可動ステージ１４の右ステージ２４と左ステージ２５を独
立して上下方向に傾動させるようにしたので、メイン可動ステージ１４上を転動する遊技
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ことができる。
【００３３】
　尚、水平移動機構１８，３０や上下移動機構３７の構成は、上記実施例で説明した構成
に限定されず、遊技球の運動エネルギーや重量を利用してステージを移動させる構成であ
れば、適宜変更しても良い。
【００３４】
　また、上記実施例では、メイン可動ステージ１４とサブ可動ステージ１６を左右方向に
揺動させるようにしたが、メイン可動ステージ１４やサブ可動ステージ１６を前後方向や
斜め前後方向に揺動させる構成としても良い。或は、メイン可動ステージ１４を左右方向
に揺動させ、サブ可動ステージ１６を前後方向に揺動させる構成としても良い。
【００３５】
　また、上記実施例では、メイン可動ステージ１４を右ステージ２４と左ステージ２５に
分割したが、メイン可動ステージ１４を分割せずに１つのステージで構成しても良い。更
に、上下移動機構３７を省略してメイン可動ステージ１４が上下方向に移動しない構成と
しても良い。
【００３６】
　また、上記実施例では、メイン可動ステージ１４とサブ可動ステージ１６を両方とも水
平方向に揺動させるようにしたが、メイン可動ステージ１４とサブ可動ステージ１６の一
方のみを水平方向に揺動させる構成としても良い。
【００３７】
　また、上記実施例では、複数段のステージ１４～１６を設けるようにしたが、揺動可能
なステージを１段だけ設けるようにしても良い。
　また、上記実施例では、本発明をセンター役物１１に適用したが、センター役物１１に
限定されず、遊技球が転動するステージを備えた遊技部材であれば、センター役物以外の
役物、入賞装置、球振分装置等の種々の遊技部材に本発明を適用して実施できる。
【００３８】
　また、本発明の適用範囲は、一般のパチンコ機の遊技部材に限定されず、アレンジ式の
パチンコ機や遊技球を使用してスロットルゲームを行う遊技機等、種々の遊技機の遊技部
材に本発明を適用しても良い。
【図面の簡単な説明】
【００３９】
【図１】本発明の一実施例におけるセンター役物の外観斜視図である。
【図２】メイン水平移動機構及びサブ水平移動機構の正面図である。
【図３】メイン水平移動機構及びサブ水平移動機構の縦断裏面図である。
【図４】メイン水平移動機構及びサブ水平移動機構の下面図である。
【図５】右ステージの上下移動機構の縦断裏面図である。
【図６】左ステージの上下移動機構の縦断裏面図である。
【図７】支持部材とばねの係合状態を示す部分拡大斜視図である。
【符号の説明】
【００４０】
　１１…センター役物（遊技部材）、１４…メイン可動ステージ、１５…固定ステージ、
１６…サブ可動ステージ、１７…ワープ通路、１８…メイン水平移動機構、１９…揺動部
材、２０…回動軸、２１…リンク部材、２２…支持軸、２３…球衝突部、２４…右ステー
ジ、２５…左ステージ、３０…サブ水平移動機構、３１…ボス部、３２…回動軸、３３…
リンク部材、３４…支持軸、３５…球衝突部、３７…上下移動機構、３８…回動軸、３９
…支持部材、４０…ばね
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